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    「教区コロナウイルス感染症にともなう措置（第 5 次） 

大阪教区での公開ミサは、4 月末まで中止とします 

 前田万葉大司教」 

 

ご復活祭おめでとうございます 
        村 田 稔 神 父   （2020.3.27 記） 

３月２６日時点で、幸いに大阪教区では復活祭をお祝いできそうですが、ローマをはじめ全世界を見渡せば、 

「心からおめでとう」をいうことができない心境です。苦難と死が いまだに墓に残り、復活が見えない苦しみに 

満ちています。いまだかってなかった四旬節を過ごしましたが、まだまだ世界の苦しみを共にする季節が続くと 

思います。世界の皆様のために祈り続けましょう。 

（尚、今後のミサ再開にあたっては、教区から送られてきた以下の注意事項を参考にしてください。） 

☆ 体調が不良の場合は無理をせず、ミサ参加の自粛をお願いします。また、高齢や基礎疾患があって 

ミサに参加することが不安な方も同様です。そのような場合、ミサにあずかる義務はありません。 

☆ ミサを司式する司祭は、熱があったり咳が出たりするなど風邪の症状がある場合、ミサを司式しないように 

してください。主日のミサを代行する司祭が見つからない場合、ミサを中止してかまいません。 

その場合、信者は主日のミサにあずかる義務はありません。 

☆ 聖堂内ではなるべく離れて座るように、可能ならばベンチの前後の間隔を広げたり、椅子の置く範囲を 

広げたりしてください 

☆ ミサに参加する場合は、なるべくマスクを着用してください。聖書朗読者や先唱者、侍者であっても 

マスクを着用してかまいません 

☆ 当面の間、ミサ中の歌う箇所や聖歌は歌わず、唱えてください。会衆が答える箇所では、代表（司会者や 

先唱者など）がマイクで答え、会衆は大きな声で 答えないように留意してください。 

☆ ミサ中のパンとぶどう酒の奉納は当面控えてください。あらかじめ祭壇近くに用意してください。 

 

     〈 教皇フランシスコが 3 月 22 日 お告げの祈りの際に述べられたメッセージ〉 

  パンデミックの脅威に全人類が動揺しているこの試練の日々に、わたしはすべてのキリスト者の皆さんに、 

天に向かって声を合わせるよう提案したいと思います。すべての教会指導者とすべてのキリスト教共同体の 

指導者、そしてさまざまな教派のすべてのキリスト者の皆さんに呼びかけます。わたしたちの主イエスが 

教えてくださった祈りを、いと高き全能の神に向かって一斉に唱えましょう。  ～中略～ 

新型コロナウイルスのパンデミックに対して、全世界の祈りと思いやり、優しさで対抗していきましょう。 

一致を保ちましょう。独りぼっちで試練に立ち向かっている人々が、わたしたちがともにいることを感じられる 

ようにしましょう。わたしたちは、医師や医療従事者、看護師、ボランティアの皆さんに寄り添います。 

わたしたちのためとはいえ、厳しい措置を講じなければならない関係当局と、わたしたちはともにいます。 

わたしたち皆のために政府が求めていることが遂行されるよう、路上で秩序の維持に努めている警察官や 

兵士の皆さんに寄り添います。わたしたちはすべての人とともにいます。 
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４月のミサのご案内 ・・・・すべてのミサが有りません。 

5 日 （日）     受難の主日 （枝の主日）     ※各ホームページより、配信される You Ｔube で、 

9 日 （聖木曜日） 主の晩さん              カトリック東京大司教区（ https://tokyo.catholic.jp/ ） 

１0 日 （聖金曜日） 主の受難               カトリック大阪大司教区（ http://www.osaka.catholic.jp/ ） 

11 日 （聖土曜日） 復活の聖なる徹夜祭          ミサに参加できます。こころをあわせて、祈りましょう。 

12 日（日） 復活の主日 

19 日（日） 復活節第 2 主日（神のいつくしみの主日）      新型コロナウイルス感染症に苦しむ 

26 日（日） 復活節第 3 主日                                    世界のための祈り 

                                      いつくしみ深い神よ、 

※聖金曜日 ： 主の受難の祭儀の中、           新型コロナウイルスの感染拡大によって、 

盛式共同祈願に以下の意向を追加します。         今、大きな困難の中にある世界を顧みてください。 

                                    病に苦しむ人に必要な医療が施され、 

 新型コロナウイルス感染症に苦しむ世界のために      感染の終息に向けて取り組むすべての人、 

新型コロナウイルス感染症に苦しむ              医療従事者、病者に寄り添う人の健康が 

世界のために祈りましょう。                               守られますように。 

神が苦しむ人々を支え、病への恐れと不安を        亡くなった人が永遠のみ国に迎え入れられ、 

取り除いてくださいますように。       尽きることのない安らぎに満たされますように。  

しばらく沈黙の後、唱える。                  不安と混乱に直面しているすべての人に、  

希望のよりどころである神よ、                  支援の手が差し伸べられますように。 

病に苦しむ人に必要な治療を与え、              希望の源である神よ、 

医療に携わる人を感染から守り、                わたしたちが感染拡大を防ぐための犠牲を惜しまず、 

亡くなった人を永遠のみ国に迎え入れてください。     世界のすべての人と助け合って 、  

ともにいてくださるあなたに支えられ、             この危機を乗り越えることができるようお導き下さい 

不安と混乱に襲われた世界が希望を             わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

取り戻すことができますように。                 希望と慰めのよりどころである聖マリア、 

わたしたちの主イエス・キリストによって。           苦難のうちにあるわたしたちのためにお祈りください。 

アーメン。                               

                                       （2020 年 4 月 3 日 日本ｶﾄﾘｯｸ司教協議会認可） 

 スピノラ会は ４月より、東京と浜松に分かれて、 

移動になります。最後のお話です。お元気で・・・ 

＜ 裏山の風 最終編 ＞  スピノラ会 高橋美智子 

「裏山の風」を送らせていただいて一年余り、裏山の風はどこでもたえず吹いていることを実感しています。 

空気の澄んだ所や澱んだ所、暑い時も寒い時も快い時も不快な時も吹いていました。 

それを教えてくれたのが園児達でした。 

     ある日午後、「シスター！」と呼ぶ声がして振り向くと、小さな男の子がサッカーボールを両手に抱えて 

疾走してきました。 早い速い！風を突っ切って走ってくる真剣な姿に圧倒されました。  

腰を落として待っていると「転がっていた」と一言。「ありがとう」の最後の部分は、彼の走り去った後の 

風に消されて聞こえなかったと思います。 

    また、「どうぞの椅子」に三学期は模様が変化して見えたりする絵を置いてみました。  

しばらくして見ると絵が見当たりません。そこらあたりを探しましたがありません。 そのうち返してくれるだろうと 

待ちましたが返って来ません。 仕方なく子ども達に向けて手紙を書き貼り出しておきました。  

「いつから？」「落ちていない？」「クラスへ持っていって忘れたのかなぁ」   

年長を初めとして次々に声をかけて来てくれました。  

少し不安になりかけていたとき、副園長が貼り紙を手にして「もう、これはいらなくなりました♪」と 

目の前で破ってしまったのです。「え…」「箱の後ろに落ちていましたょ！」（絶句…あれほど見たのに…） 

https://tokyo.catholic.jp/


子ども達を少しでも疑ってしまった申し訳なさと副園長先生も心配してくださったのだと気付き、 

心がいっぱいになりました。 これこそ、穴があったら入りたい心境です。  

次の日、「2 枚の絵は見つかりました。…心配してくれてありがとう」の手紙を貼りました。  

今日も、登園してくる子ども達は「こちらを見ると…」「こうすると…」など言ってひととき遊んでいます。    

風が子どもなのか、子どもが風なのか…。 

わたしは、子ども達を通して恩恵を分けてもらっている小さなシスターです。 皆様ありがとうございました。 

 

霊的聖体拝領の祈り     ～ フランシスコ教皇  ３月１９日のビデオ・メッセージより ～ 

おおわたしのイエスよ、 あなたのみもとに身を投げ出し、 悔い改めた心をお捧げします。 

自分の小ささゆえに、 またあなたのみ前にあるがゆえに、 わたしの心はへりくだっています。 

愛の秘跡においてあなたをあがめます。 

わたしの貧しい心に、 あなたをお迎えしたいと望んでいます。 

秘跡において あなたを拝領する幸せを持ち望みながら、 あなたを霊的にお受けしたいのです。 

おおわたしのイエスよ、 わたしのもとに来てください。 わたしもあなたのみもとに参ります。 

生においても死においても、 あなたの愛で わたしのすべてを包んでください。 

あなたを信じ、 あなたを望み、 あなたを愛します。  アーメン 

 

 

新型コロナウイルスの蔓延する中           公開のミサに与れない日々の祈り  
     聖母マリアに保護を願うで祈り            ―新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによる感染症の 

          ～ フランシスコ教皇 ～                     集団感染危機に直面してー 

おおマリアよ、あなたはいつもわたしたちの道を、 

救いと希望のしるしとなって照らしてくださいます。       憐れみ深い父なる神よ、今、私たちは 

病者に健康をもたらす方、信仰を堅く保ち、           新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによる感染症の集団感染   

十字架の傍らでイエスと苦しみを共にされた方よ。       危機に直面しています。 

わたしたちはあなたに自分を委ねます。             どうか主よ、この危機を私たちが乗り越える 

ローマの民の救いであるあなたは、                ことができるように、恵みと力を与えてください  

わたしたちに必要なものを知り、                  私たちが不要な恐れにふりまわされることなく 

必ず与えてくださると確信しています。              適切な行動をとることができますように。 

ガリラヤのカナでの出来事のように、               四旬節にあたり、私たちがまず日頃の 

この試練の時を経て、                        生き方をふりかえり、回心することが  

わたしたちを喜びと宴に連れ戻してくださるのです。      できますように。今回の危機を通して、 

神の愛の母よ、父なる神のみ旨に適う者となり         私たちがあなたのみ心にかなった生き方を 

イエスのおっしゃった通り                      見いだしていくことができますように。   

行動できるようお助け下さい。                   感染拡大が止まり、感染している方々に   

イエスは、十字架を通して復活の喜びに導くため、       必要な医療と助けが与えられ、治療方法が 

わたしたちの苦しみを身に受け、                  1 日も早く見つかりますように。   

悲しみを担ってくださったのです。アーメン。           主イエス・キリストによって  アーメン 

聖なる神のみ母よ、                                        (東京大司教認可） 

あなたのもとにわたしたちは逃れます。 

栄光に満ち、祝福された乙女よ、                       

試練の中にあるわたしたちの願いを退けず、          

あらゆる危機から救い出してください。              



＜チャリティーバザー＞ 
去る 3 月 8 日は 、予定しておりましたチャリティーバザーが、感染予防のために、 

開催できませんでした。 

とても残念でしたが、今後、必ず機会を得て開催し、未だに困難と闘っておられる方々に、 

応援の声と力をお送りしたいと思っております。その際にはたくさんのご協力をお願いいたします。 

＜東日本大震災被災者との集い 2019.11.25 において・・・> 

～ フランシスコ教皇のメッセージより ～ 

一人で「復興」できる人はどこにもいません。 だれも一人では再出発できません。 

町の復興を助ける人だけでなく、展望と希望を回復させてくれる友人や兄弟姉妹との 

出会いが不可欠です。 

現地で活動されているA様から、3�月初めに頂いたお手紙をご紹介いたします。 

浜寺教会の皆様へ 

浅春の候、皆様ますますお元気でご活躍のことと存じます。 

 いつも被災地を思い、継続的に支援して頂いていること、心より御礼申し上げます。 

今年の 3 月 11 日で、東日本大震災から 9 年目を迎えます。 

目に見える形で、復興はどんどん進んでおり、各市町は一見、被災者の状況に 

近づきつつあるように見えます。 

しかし一方で、コミュニティーの変化や人口流出による過疎の進行により、 

支援の手が届かないまま、社会からの孤立や生活苦を抱えて生活する 

被災者の方たちは、依然地域におられます。 

そうした方たちに対し、現在被災地では、さまざまな NPO 団体やボランティア団体が 

お茶会やお食事会を開くなど、孤立した被災者に寄り添う活動を地道に行っております。 

今までお送りいただいた支援金は、主にそうした団体に活用して頂きました。 

今回は、震災後９年目を迎え、その悲惨さや地域の情報が薄れつつあることや、 

台風１９号の被害や新型コロナウイルスの拡散といった、大きな社会不安の発生の 

影響で、東日本大震災に関する報道をお示しできず、お手紙でしかこちらの様子を 

お伝えできませんが、被災者への関心や支援が徐々に少なくなっている今だからこそ 

引き続きのご支援をお願いしたく思っております。 

新型肺炎の収束が不透明な昨今、くれぐれもお体をご自愛され、皆様にとって今年が 

実り多き一年でありますことを、宮城の地より心からお祈りしております。 

～  A  ～ 

※ （広報）・・・先のアンケートのご返答をもとに、浜っ子を配布いたしました。誤字・脱字、ご住所やお名前の

変更などがございましたら、お知らせくださいませ。 

日曜のリーフレット・時報・心のともしびなど、聖堂入口右手の鐘つき堂内に置いています。   

（財務）・・・2020 年度の維持献金袋が出来上がっています。かな順です。皆様、番号が変わっています。 

袋のない方、新しく納入していただける方は、お声かけください。 

過去の袋は 各自でお持ち帰りいただきますよう、お願い致します。 

   皆様、日々増していく不安の中、いかかお過ごしでしょうか？ 公開ミサが中止になって 2 か月目。 

更に、典礼暦年の中心であり、イエス・キリストの贖いの業と復活を記念する聖週間の典礼を、 

共同体として共に過ごすことができないのは、心が痛むことです。離れていても、祈りのうちに互いに支え 

合いましょう。一日も早く終息し、聖堂内が、皆様の元気な笑顔に包まれますように。その日を楽しみに・・・。 

お気をつけてお過ごしくださいませ。（助けが必要な方は、身近な人に、すぐに連絡を！！ ）   ♥ 


